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１ 研究の動機 

地面の上に描いてある絵の横に鏡が置いてあると、絵が円を描くように見えた。鏡１枚ではこ

んな風に見えることはないのに、複数の鏡があることで、元は１つのものがいくつもあるように

見える鏡の世界について調べてみることにした。 

２ 実験の方法 

(1) 鏡２枚を使い鏡の角度を変えながら鏡に映る置物の様子を調べる。 

(2) ２枚の鏡を向き合わせて置き、間に置いた置物がどのように見えるか調べる。 

(3) ３枚の鏡を正三角形になるように置き、中心に置物を置くと 

鏡に映るものの様子はどのように映るか調べる。 

※ 鏡の角度は右図の矢印の部分を図る。 

３ 実験の結果 

鏡を２枚使ったとき 

角度 鏡に映った像の様子と像の数 

160～ 
100° 

鏡Ａ・Ｂの接した所から左右に分かれはじめ、鏡Ａ・Ｂの角度が狭くなるほど映っ
た像は離れていった。120°の時は 360°の円を鏡で３等分した形になった。120°
未満になると鏡の中に別の鏡が映り込むようになってきた。像の数は２つ 

90° 
90°の時は 360°の円を鏡で４等分した形になった。鏡Ａ・Ｂの接した所に像が１
つ映っている。像の数は３つ 

80～ 
70° 

鏡Ａ・Ｂの接した所に映っていた像が左右に分かれていった。像の数は４つ 

60° 
60°の時は 360°の円を鏡で６等分した形になった鏡Ａ・Ｂの接した所に像が映っ
ている。像の数は５つ 

40° 
40°の時は 360°の円を鏡で９等分した形になった鏡Ａ・Ｂ
の接した所に像が映っている。像の数は８つ 

30° 
30°の時は 360°の円を鏡で 12 等分した形になった鏡Ａ・
Ｂの接した所に像が映っている。像の数は 11 

鏡２枚を向き合わせたとき 鏡３枚を使ったとき

４ まとめと感想 

鏡２枚を使った実験では、鏡２枚でできる角度をＸ、映る像の数をＹとすると、 Ｙ＝360÷ 

Ｘ－１で求められることが分かった。姿見や万華鏡など色々な物に複数の鏡が使われている。今

回の研究で、鏡の不思議な世界の一部の規則性が分かっておもしろかった。 

奥の方まで、像がいく

つも連なって映った。 

置物と像が円を描くよ

うに映り、奥の鏡にも同

じような円を描いた像

が、３つ確認できた。 
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